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1

序論 問題提起

近年、子ども達の自尊感情の低下が問題視されており、小学校では自尊感情向上のための取り組

みが行なわれている。

第 1 章 先行研究

自尊感情は自分自身を価値あるものだと考えられ、自らの重要性を実感できる場合にのみ意欲的

で積極的になれ、心理的な充実感を持てる。特性自尊感情の低い人は高い人と比較して失敗経験に

より、状態気分と状態自尊感情により大きな影響を及ぼす事が明らかにされた(Hames & Joiner,

2012)。

特性自尊感情の高い人は課題に対してストレス反応を強く認知し、心拍数や交感神経が増加する。

特性自尊感情の低い人はストレスに対する適応反応としてネガティブな気分を喚起する事を報告して

いる(甲斐・矢島, 2012)。脈波に関する研究では、鬱や精神疾患者では LLE が低下する事が知られ

ており、脈波の揺らぎが大きい方が健康的であると報告されている(鈴木, 2015)。

第 2 章 実験研究

1. 目的

心理テストや生理学的データから、ネガティブフィードバックによる状態気分や状態自尊感情の変

化を検討する。

仮説 1

特性自尊感情の低い人は、ネガティブフィードバックに対して状態自尊感情により大きな影響を受

ける。ネガティブフィードバック提示前よりも提示後の方が状態自尊感情尺度の得点は減少する。また、

ポジティブな心理状態は有意に低下し、抑鬱感等のネガティブな心理状態は有意に増加する。

仮説 2

ネガティブフィードバック提示後に外的統制の高い人は低い人と比較して、PANASポジティブ情動

因子や POMS 活気、状態自尊感情が大きく低下する。逆に内的統制が高い人は低い人と比べて

PANAS ネガティブ情動因子や POMS 抑うつ・落ち込み、状態自尊感情が大きく増加する。

仮説 3

指尖脈波において、ネガティブフィードバック提示後の方が LLE は低下する。

2. 方法

2.1 実験協力者のスクリーニング

調査協力者

東京都内の 2 大学の学生 626 名。自尊感情尺度得点が平均±1SD 以上の学生を実験協力者候

補として抽出し、協力許可を頂けた 28 名を実験対象者とした。
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2.2 実験の方法

用いる測度は自尊感情尺度(桜井, 2000)、Locus of Control 尺度(鎌原・樋口・清水, 1982)、日本

語版 PANAS(佐藤・安田, 2001)、POMS 短縮版(横山, 2005)、状態自尊感情尺度(阿部・今野,

2007)、指尖脈波の測定、実験課題、ネガティブフィードバックである。

教示内容は、「先程○○さんに行なって頂いた課題を、事前に桜美林生(もしくは東京都内の大学

生)52 名に解いてもらいました。この課題は 50点満点になりますが、採点したところ○○さんの得点は

14 点でした。この点数は、桜美林生(もしくは東京都内の大学生)の平均点 25.5 点より、10 点以上低

かったことになります。」である。

3. 結果

3.1 スクリーニング調査時の基礎データと分散分析

自尊感情尺度得点が 24.43±5.57、LOC 尺度 E 項目得点が 22.39±3.84、I 項目得点が 24.80

±4.43であった。相関分析の結果、自尊感情尺度とE項目得点で弱い負の相関(r =－.21, p <.001)、

自尊感情尺度と I 項目得点で中程度の正の相関(r =.44, p <.001)、E 項目得点と I 項目得点で相関

はなかった(r =－.19, p <.001)。重回帰分析の結果より、特性自尊感情が高い人は内的統制が高く、

特性自尊感情が低い人は外的統制が高い事がわかった(R =.46, R ²=.21 ; F (2,625)=83.20, p

<.001)。

E 項目得点の高群・低群について自尊感情尺度得点に対して t 検定を行なったところ、0.1％水準

で E 項目得点低群の方が有意に高かった(t (179)＝－3.79, p <.001)。I 項目得点の高群・低群につ

いて自尊感情尺度得点に対して t 検定を行なったところ、0.1％水準で I 項目得点低群の方が有意に

高かった(t (191)＝9.52, p <.001)。

3.2 実験の結果

3.2.1 心理尺度について

共分散分析結果、外的統制の高い人は PANAS ポジティブ情動因子(F (1,52)=13.58, p <.001 ;

B=－.74, p <.001)や POMS 活気(F (1,52)=27.94, p <.001 ; B=－.52, p <.001)、状態自尊感情が

大きく低下した(F (1,52)=16.20, p <.001 ; B=－1.01, p <.001)。内的統制の高い人は、状態自尊感

情と POMS 抑うつ・落ち込みの低下は抑制されたが(F (1,52)=34.12, p <.001 ; B=1.08, p <.001)

(F (1,52)=4.05, p <.05 ; B=－.25, p <.05)、PANASネガティブ情動因子では変化が見られなかった

(F (1,52)=.47, n.s. ; B=.19, n.s.)。

3.2.2 指尖脈波

分散分析の結果、自律神経バランスに対し、特性自尊感情の高低の主効果(F(1,25)=4.20, p

<.10)、くり返しの主効果(F (1,25)=4.75, p <.05)が確認された。LLEの平均(F(1,25)=11.06, p <.01)

と LLE の標準偏差(F (1,25)=9.26, p <.01)に対して、くり返しの主効果のみ確認された。心拍数の平

均に対して有意差は見られなかった。
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4. 考察

仮説 1

特性自尊感情の低い人ではネガティブフィードバックにより状態自尊感情が低下した。状態気分に

関してはポジティブ気分において有意であったが、ネガティブ気分において有意差は見られなかった

ため、必ずしも十分に支持されない結果となった。

仮説 2

外的統制の高い人においては支持されたが、内的統制の高い人において支持されなかった。

仮説 3

ネガティブフィードバックによって LLE が増加したため、支持されなかった。

課題と展望

英国の教育社会学研究者は、自尊感情の高低の社会集団のバラツキを社会的不平等の問題とし

て取り上げている。彼らにとって子どもの自尊感情は、子どもの精神的健康や適応の基盤であり、全て

の子どもが適切な自尊感情を保持できるべきであると述べている(樋田, 2007)。特性自尊感情の高い

人は低い人と比較して、心理的により健康面や満足度に一定の関係があるという報告もされている

(Wood, Anthony, & Foddis, 2006)。日本の学校教育においても、全ての子どもが適切な自尊感情

を形成・保持し、生涯健康に生活する事のできるよう、より一層健康教育を推進していく必要があるの

ではないか。
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